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要約
　山口市仁保出身の私小説家である嘉村礒多の全集を精査し、昔の仁保の食文化の参考に資するため、作品
から食品名及び料理名の抽出を行った。食品としては、穀類の米、果実の柿、嗜好飲料の酒、茶が頻出して
いた。また、果実類や魚介類、菓子類の種類が多く見られた。料理としては、主食が最も多く、粥、蕎麦、
寿司と続いた。食品としての魚の出現に比し、魚料理は少なかった。

Ⅰ緒言
昭和初期に私小説家として活躍した嘉村礒多

（1897―1933）は、山口市仁保上郷上ヶ山に生まれた。
わずか 6 年ほどの作家生活であったが、自らの身辺
を題材とした短編小説や随想を発表し、日本文学史
にもその名を残し、東京にて37年の生涯をとじた 1）。

嘉村礒多の小説の舞台にも登場する彼の生家は、
平成 22 年に改築された。現在、礒多の顕彰と自然
体験や農業体験等のできる施設『帰郷庵』として、
広く一般市民に開放され、見学・利用できるように
なっている。著者らは、開設当初に食分野の体験メ
ニューを模索していた仁保むらづくり推進協議会か
ら、『帰郷庵』での食体験イベントへの参加を要請
され、地域に根差した食育プログラムの開発にあた
ることとなった。

地域の食生活は、そこに住む人々によって育まれ、
次の世代へと引き継がれていくものである。そこで、
仁保の食文化を反映する食体験メニュー開発の一助
とするため、仁保に暮らした礒多の作品より、食に
関する記述として食品名および料理名を抽出し、分
析を行った。

Ⅱ方法
１）対象資料

嘉村礒多の全集は、彼の没後 1 年足らずのうちに、
昭和 9 年白水社より発行されている。全三巻の全集
には、小説 20 篇、感想随筆 44 篇、書簡 104 篇が収
めてある 2）。この全集をもとに、昭和 40 年に二巻
本の『嘉村礒多全集』3）4）が南風堂桜楓社から刊行
された。この新全集には、旧全集に収録されなかっ
た作品（小説 3 篇、随筆 1 篇）も収められてあり 5）、
今回はこの新全集を礒多の執筆作品としての対象資
料とした。
２）食品名および料理名の抽出

対象資料とした小説、随筆および書簡を精査し、
タイトル、頁数、行数と記述されている食品名と料
理名を抽出した。また、抽出結果から各食品名およ
び料理名の出現数をまとめた。
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図１　嘉村礒多全集

山口県立大学学術情報　第７号〔看護栄養学部紀要　通巻第 7 号〕　2014年３月

 27 



Ⅲ結果および考察
食品名の抽出結果（表１）を見ると、穀類、魚介類、

果実類、菓子類、し好飲料類の出現数が多く見られた。
特に、穀類の中では米が最も多く、餅、欠餅と続いた。
たんぱく質源では肉類の出現数が 1 回、卵類が 2 回
だったのに対し、魚介類は 27 回と非常に多く見られ
た。野菜類は瓜や茄子、筍、および蓬（よもぎ）や
蕨（わらび）といった山菜の記述があったが、果実
の種類に比べると少ないという印象は否めない。礒
多が父嘉村若松にあてた手紙の中には「それとも追々
竹の子も生じ候間、･･･」6）という記述があり、山間
に位置する仁保では昔からタケノコが自生し、食卓
にあがっていたことが推察できた。

食品名の抽出結果で頻出する果物は ｢柿｣ である。
柿は「御所柿」や「熟柿」等、柿に関するものをす
べて合計すると、計 43 回出現していた。特に、全集

（下）に収載されている随想『柿』には、「夕食のあとで、
私も家のもののすゝめる柿を食べて、故郷の御所柿
の味を懐かしんだものだが、あれから年々胃腸が衰

弱して、今ではほとんど完全に食べる気力がなくなっ
た。」7）という文があり、柿を通して故郷を懐かしん
でいる様子がうかがえた。礒多の生家『帰郷庵』には、
今でも柿の木が残っており、毎秋たわわに実らせ訪
れる人々を楽しませている。なお、柿とともに桃の
記述も見られるが、現在仁保地区では、柿と桃は地
域の特産品として出荷されている。

し好飲料類としては、酒と茶が多くみられた。仁
保上郷地区では、茶が栽培され、古くより茶を作り
茶がゆや飲料として飲食されている。帰郷庵にも茶
の木があり、来訪者は茶摘み体験をすることもでき
る。礒多にとって茶は身近なものであったと推測さ
れる。

し好飲料類とともに菓子類の記述も目立っていた。
当時、菓子と言えば高級品であったはずだが、礒多
の全集には大福餅やキャラメルといった菓子が頻出
している。これは、礒多自身が甘いもの好きであっ
たか、あるいは礒多の生まれが裕福な家庭であった
ことに起因すると思われる。

表１　嘉村礒多全集からの食品名の抽出
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料理名の抽出結果（表２）では、主食の出現回
数が目立ち、最も出現数が多かったのは「お粥」
の 5 回であった。以下、蕎麦、寿司、饂飩と続い
ていた。食品名で抽出した魚介類の種類の多さに
比べ、魚料理は「刺身」「煮附け」「煮〆」と少なかっ
た。料理作りに携わっていない礒多にとって、料
理名については、印象に残っているもの、あるい
は好物のものに限られたのではないかと推察され
る。寿司やビフテキ、肉鍋等の記述がみられると
ころから、礒多の裕福であった家庭環境の影響も
うかがえた。

礒多の『崖の下』という作品には、「小さな机を
茶餉台代わりにして好物の葱の韲物（あえもの）
を肴に、サイダーの空壜に買って来た 1 合の酒を
酌み交はし、心ばかりの祝をした。」8）という一文
がある。この葱の韲物というのは、山口県内でも
昔から食され 9）、仁保でもよく食べられている「ぬ
た」のことではないかと推察される。

今回、礒多の全集に収載されている小説および随
筆、書簡を通じ、礒多の食状況の一端を垣間見るこ
とができた。すべてが仁保での生活を描いたもので
はないため、純粋に仁保の食文化を探ることはでき
なかったが、私小説家の礒多であるゆえに、その筆
を通して、東京での生活や郷里への想いを知りえた
と考える。

昭和初期に東京等の都会ではすでにバナナや支那
蕎麦、ビール、カレーライス、点心、パン、バター、

葡萄酒、ビフテキ、コーヒー等の諸外国から伝わっ
てきた食事が食べられていたことがわかった。礒多
自身が裕福な家庭のためか、もしくは甘いもの好き
のためかは定かではないが、全集中に当時は高級品
であったはずのお菓子や甘い食品が頻出した。また、
現在仁保でもよく食されている押し寿司や葱の和え
物等も出現し、昔から食べられていたことがわかっ
た。

以上、礒多の全集から抽出できた食品や料理名をふ
まえ、現在の仁保地区での食に関する聞きとり調査を
加えて、食体験メニュー開発にあたることとした。

最後に資料として、礒多の全集上下巻に出現する
食品及び料理の一覧を表 3 表 4 に示す。

なお、この研究は山口県中山間地域元気創出若者
活動支援事業の助成を受け、仁保むらづくり推進協
議会と山口県立大学との共同研究として取り組んだ
食育プログラム開発の一環として行ったものであ
る。
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表２　嘉村礒多全集からの料理名の抽出
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表３　　嘉村礒多　全集（上）に出現する食品及び料理
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表４　　嘉村礒多　全集（下）に出現する食品及び料理
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